「わし は、 伯父の 林 蔵 じ や」 

伯父さんの 声 は 顫えた。 

「伯父さんで ございま すか、 伯父さんなら 頼みたい こ 

とがあります」 

「なんじ や、 どんな 頼み じ や、 云う が 好い、 お前の 云 

うとお りに してやる」 

「伯父さん、 私 は、 己 の 物が 皆 欲し ゆうて、 それで 出 

きもの 

て 来ました、 衣服 も、 道具 も、 私の 使って いた 物 は、 

皆 墓へ 持って来て 埋めても らいとう ございます、 そう 

して 貰わない と 私 は 心が 残って、 浮ばれません」 

伯父さん はなる ほど 仏の 云う ことが 尤も だと 思 つ た _ 



伯父さん は 藤 代 を はじめ 其処へ いっしょに 泊り 合せ 

ている 親類の 者 を 起して、 仏の 云った こと を 話し、 翌 

きもの 

朝芳 三の 衣服から 煙草入れに 至る まで 一 切 持って 住つ 

て 墓の 側に 埋めた。 

その 伯父さん は 店の 整 現が あるので、 やはり 甥の 家 

にいた が 間もなく 初七日が 来た。 酒屋で は 初七日の 法 

\ J ちそう 

事 をして その後で 親類 や 隣の 者に 精進料理の 饗応 をし 

たので、 朝から 非常に 忙しかった が、 夕方になる とそ 

の 客 もやつ と 帰った ので、 家内 は 十 時 比に なって 寝て 

しまった。 



父親 も 云う とおりに してやらねば ならない と 思った- 

「そうで ございます とも、 そう 云う ことなら 埋めて や 

りましょう」 

其処で 伯父さんが 云った。 

「それで は、 明日、 きっと 埋めて やる から、 安心して 

迷わない が 好い」 

「ありがとう ございます」 

「家の こと は 決して 心配 しないが 好い、 此方へ は 藤 代 

のお 父さんが 来て おる、 後の こと は、 皆で、 好い よう 

にす る、 小 供 も 俺と お父さん とで 引受けて 世話 をす る 

から、 心配 はいらない」 



底本： 「日本の 怪談 (二)」 河 出 文庫、 河 出 書房 新 社 

1986 (昭和 S) 年 U 月 4 日 初版 発行 

底本の 親 本 " 「日本 怪談 全集」 桃源 社 

1970 (昭和 «) 年初 版 発行 

》 「ぐっすり 唾って」 「起き あがって 伯父さんの」 「i- 吸 

もしない ようにして そつ と」 は、 それぞれ 底本で は 「ぐ 

い き 

すつ り 唾って」 「起き あがって 伯父さん さんの」 「呼吸 

もしない ようにして そって」 となって いますが、 親 本 

を 参照して 直しました。 

入力 ： Hiroshilo 

校正 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 



2 3年7月^日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ— ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



